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要 旨 
 
 本研究の対象者は、いずれも後期高齢者であり、 
Ⅰ．金融機関よりパーソナルネットワークの活用により大学教授職（非系列の職場） 1に

転身した者（A 、B） 
Ⅱ．系列金融機関出向者（C） 
Ⅲ．金融機関子会社出向者（D） 
Ⅳ．金融機関子会社ではない銀行支店取引先のオーナー企業出向者（E） 2 
であったが、分析の対象者は、Ⅰ．のみとする。Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ．については、個人のパーソ

ナルネットワークの影響がなかったからである。 
 したがって、今回の分析は、A、B を中心に退職・転職事情を中心に退職後の生活状態、

健康状態をまとめたものである。 
 ただし、後期高齢者の経済状態、生活状態、健康状態に関心があるので、C、D、E につ

いても意見を集約し、最後に全員の年金等の収入額、服用薬剤数の一覧表を添付した。 
定年 55 歳の時代に、大学教授職に転身した A、B は、いずれも大学教授定年（70 歳）

後も、中小企業経営者または中小企業顧問として元気で活躍している。 
 ここで特に指摘したいことは、パーソナルネットワークの重要性である。金融機関で A、

B が習得した知識、および A が取得した資格は、それ自身では生かされることはなく、パ

ーソナルネットワークによって初めて生きる（機能する）ことに注意したい。また、E の

場合には、ウマの合った医師のアドバイスで、20 年前にスポーツクラブに加入し、健康の

維持に成功しているから、パーソナルネットワークが転職のみならず、生死を分けたとい

えなくはない。 
すべてに共通していることは、年 500 万円以上の年金等の収入を確保し、経済的基盤を

確立していることである。 
 後期高齢者になると、老化は避けがたく、服用薬剤数は毎年増加することになるが、面

接時点（2011 年 11 月～12 月）での服用薬剤数は、0～7（毎日）と相対的に少ない。 
 
キーワード：後期高齢者 サクセスフル・エイジング パーソナルネットワーク 生きが

い・生活の楽しみ 健康維持 
 

                                                  
1六大企業集団の系列企業 1998 年度六大企業集団（三井系、三菱系、住友系、芙蓉系、三和系、一勧

系）が存在していた時期に、この都銀の場合、株式所有比率、融資比率の高い融資企業 1,059 社に対し

て合計 1,408 名の役員を派遣していた（『企業系列要覧』2000 年版 東洋経済新報社）。この企業を系列

企業という。それ以外の退職行員は、銀行行員の受け皿企業となる銀行子会社に派遣される。これら以

外は非系列の職場となる。 
2 E は銀行子会社への派遣を希望しないと人事部に申し出た。めずらしいケースであるといえる。その

結果、営業店の支店長が行員の出向先を斡旋すると報奨金が支払われる制度にもとづいて斡旋したオー

ナー企業 3 社に出向したが、E は「これは失敗だった」と語った。オーナー社長が「銀行からの借入れ

の書類に自分で印を押さず、押させられた」ことなどがあったからである。そのため、1992 年出向した

とき、〔ストレスで〕暴飲暴食で肥満していた。が、丸紅で知り合ったウマが合った医師から痩せるよう

に言われ、1993 年 3 月スポーツクラブに加入、「あの医師に会わなかったら、もう死んでいたかもしれ

ない」という。E は、人事部に頼んで銀行関連の財団の事務局長に就任することになった。 
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